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今、子どもたちが、「生きる力」を身につけ、社会の激しい変化に流されることなく、社会人として自
立していくことができるようにする教育が求められています。そこで、学校では生涯にわたり、社会の
中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していくための力を身につけていく「キャリ
ア教育」を組織的・計画的に行っています。 

★「キャリア教育」とは
一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、
キャリア発達を促す教育のことです。 

★「キャリア発達」とは
社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程のことです。 

★「キャリア・パスポート」とは
小学校から高校までの 12 年間、子どもが自らの学習活動等の学びのプロセスを記述し振り返る
ことができるポートフォリオ的な「教材」です。昨年度より全校・全学年で実施されています。 

このように、キャリア・パスポートを活用することにより、子どもにとっては、ふりかえりの中で自
らの変容に気づき、自己理解を深めるためのものとなり、また、それをふまえて将来の自分の姿をえが
き、主体的に学びに向かう力をつけていくものになります。 
教員にとっては、子どもが小学校から中学校、そして高等学校でどのような学びを積み重ね、成長し

てきたのか、子どもへの理解を深め、個に応じた系統的な指導に生かすためのものになります。
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○ 東大阪市学校教育基本目標 
すべての子どもに生きる喜びとあすをつくる力を 

○ 東大阪市学校教育重点目標 
総合的視点に立つ教育の推進 
人間尊重に徹した人権教育の実践 
信頼に応える学校園経営 
学校園・家庭・地域の協働 

キャリア教育の充実に向けたキャリア･パスポートの活用

実際に子どもたちが小学校１年生から中学校３年生の９年間活用する 
市作成のキャリア・パスポートの様式例（様式は各校によって違います）
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大阪府教育庁では、6月を「子どもの安全確保推進月間」、また6月8日を「学校の安全確保・安全管理の日」

と定めています。 

東大阪市立学校園では、危機管理体制の点検を行うとともに、子どもの危険予測・回避能力の向上や安全に対

する意識の向上に向けた取組みとして防犯教室や不審者対応訓練を実施しています。 

また、警察OBのスクールガードリーダー３名が登下校時に校区を巡回しています。スクールガードリーダー

は校区巡回を行いながら危険な場所を把握し、警察と連携した見守りを行っています。愛ガード会議へも参加し、

専門的な視点から効果的な見守り方法についての助言を行っています。 

今後も、子どもたちが安心して元気に学校園生活が送れるよう、学校園・地域・家庭が一体となった安全確保

の取組みを推進していきます。みなさまには以下の点についてご協力お願いします。 

毎年、梅雨の時期から１０月の初旬にかけて、熱中症の発症が急増します。熱中症は、気温が高い屋外だけで
発症すると思われがちですが、湿度の高い日や室内、夜間寝ているときなどでも発症します。 
新型コロナウイルス感染予防に伴い、身体的距離の確保、マスクの着用、手洗いや３密を避けるなどの「新し

い生活様式」が求められており、それを踏まえた熱中症予防の行動が重要です。 

２．エアコンの使用について 
エアコン使用時でも、窓の開放や換気扇等に

より換気を行いましょう。 
換気により室温が高くなりがちなので、エア

コンの設定温度を下げるなど調整しましょう。 

４．日ごろからの健康管理 
日ごろから、体温を測ったり、健康チェック

するようにしましょう。 
体調が悪いと感じた時は、無理せず自宅で休

養しましょう。 

１．適宜マスクを外しましょう 
高温や多湿の環境下でのマスクの着用は、熱

中症のリスクが高くなる可能性があります。屋
外で、人との距離を十分（２ｍ以上）にとれる
場合は、マスクを外すようにしましょう。

３．涼しい場所へ移動しましょう 
体調に異変を感じたら、涼しい場所へ移動し

ましょう。人数制限等により、屋内に入れない
ときは、屋外でも日陰や風通しのよい場所に移
動しましょう。

6月は「子どもの安全確保推進月間」 

  〇愛ガード運動への協力     〇散歩や水やり等をしながらの「ながら見守り」 
〇不審者被害にあった場合は、まず警察に通報する事 など

愛ガード協力員による見守り活動の様子

大阪府警察本部生活安全指導班の警察官が来校し、

各教室で誘拐の手口などを説明してくれました。その

後、一人一台のタブレットを使って、警察官の実演す

る護身術の動画を見ました。

愛ガード運動は、今年で１７年目となります。 

「地域の子どもは地域で守る！」を合言葉にたくさん

の愛ガード運動協力員の方の力で、この活動は続いて

います。

リモート方式での防犯教室の様子

厚生労働省＜「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント＞より


